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   学校教育目標 ： 校訓「至誠」を胸に、未来に挑む子供の育成 　　　　

「どうして、こんなにおいしいんですか？」  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　校長　　荒殿　博昭   

　１１月２９日は「１１(いい)２９(にく)」の日でした。給食では「与論牛の和風ソースがけ」が

出されました。このメニューに使われた牛肉は、「ヨロンアイランドビーフ」です。この日にあわ

せてヨロンアイランドビーフ株式会社から学校給食に提供されまし

た。給食の時間には、ヨロンアイランドビーフ株式会社の沖隆寿さ

んと学校栄養士の九万田莉那先生が来校され、ヨロンアイランドビ

ーフの話をしてくださいました。その後、各教室を回ったときに、「質

問はないですか？」と尋ねたところ、出てきた質問が「どうして、

こんなにおいしいんですか？」でした。この質問には沖さんも九万

田先生も大喜び。その姿をみていた自分も大変ほほえましい気持ち

になりました。                                                      

　１０月１６日の給食には「与論米」が出されました。この与論米

も生産者である松井鮎子さんが学校給食に提供されたものです。こ

の日も松井さんが来校されて与論米の話をしてくださいました。そ

の後、各学級を回ると、児童は「おいしい。おいしい。」の大絶賛。

おかわりをする子も多く、お米の入っていた入れ物もすっからかん

でした。松井さんもにこにこ笑顔で、お米をほおばる子どもたちを

見ていました。 

　「食育」という言葉があります。「食育」とは、様々な経験を通じて、「食」に関する知識と、バ

ランスの良い「食」を選択する力を身に付け、健全な食生活を実践できる力を育むことです。心と

身体の健康を維持し、生き生きと暮らすために、食育を通じて、生涯にわたって「食べる力」＝「生

きる力」を育むことが重要です。学校にも「食」に関する指導の目標があり、計画があります。主

に給食指導に関わるところですが、目標には「食事の重要性、食事の喜び、楽しさの理解をする」

や「食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心を育む」などがあります。給食時

間においしそうに食べる姿を見ると、与論小の子どもたちは満点ですね。 

　冒頭の「どうして、こんなにおいしいんですか？」ですが、子どもらしい純粋な気持ちからの質

問です。この子は毎日の食事を「おいしい。おいしい。」と食べているんだろうな。そして、食卓

には家族の笑顔があふれているんだろうな。と想像することでした。 

　「共食」という言葉もあります。共食には、一緒に食べることだけではなく、「何を作ろうか」

と話し合って一緒に料理を作ったり、食事の後に「おいしかったね」と語り合ったりすることも含

まれます。年末年始にかけては、クリスマスやお正月と家族や親戚が集まる機会が多くあります。

ぜひ、クリスマス料理やおせち料理で「共食」を楽しんでみてはどうでしょうか？ 

　さて、保護者の皆様、地域の皆様には、本年中も本校の教育活動に対しまして深い御理解とたく

さんの温かい御支援をいただき、誠にありがとうございました。新年も子供たちが安心と信頼感の

中で健やかに成長していけるよう、職員一同力を合わせて取り組んでまいります。新年もよろしく

お願いします。令和７年(2025年)が皆様にとってよい年になりますよう心よりお祈り申し上げます。



花の苗を頂きました 
 段ボールいっぱいの花の苗が与論小学校

に届きました。１１月８日の豪雨で花の苗

が流されてしまったというニュースが放送

されました。そのニュースを聞き、平成２１

年から３年間与論小学校で校長をされた郡

山裕子先生が送ってくださったものでした。 

この話を子供たちにも伝え、送って頂いた

クリサンセマムの苗を、さっそく全学年の

花壇に植えました。 

 今回の豪雨に際し、与論を離れられた先

生方からたくさんの心配の声を頂きました。

多くの方に与論小学校のことを気にかけて

頂いていることに感謝いたします。 

  

 

人権集会 
 与論小学校では、１２月２日～１２月１

０日を人権旬間と設定して、学校全体で人

権について考える取組をおこなっています。

この期間に合わせて、１２月３日には人権

集会を行いました。 

  

 会の中では各学級の目標の発表や、縦割

り班で友達と協力するゲームに取り組みま

した。会の最後には人権擁護委員の川畑さ

ん松山さんの話を聞き人権についての意識

を高めることができました。 

 

 

 

 

 

サンゴの観察会 
１１月４日（水）与論町漁協とプリシアリ

ゾートの協力を頂き、５年生がサンゴの観

察を行いました。 

  
 この学習は「ゆんぬ学」の一環として毎年

行われているもので、「与論のサンゴを守ろ

う」というテーマで学習をしています。 

グラスボートから見たサンゴは、今年の

海水温の影響を受け、白化している部分が

多くなっていました。そのような中にも、し

っかりと生きているきれいなサンゴを見つ

けることができました。このきれいなサン

ゴを守るためにできることを、これから学

習していきます。 

  
２学期終業式 

  

 １２月２４日、２学期の終業式を迎えま

した。児童代表の２年生かいとさんは、

「漢字検定をがんばりました。」６年生さ

わさんは、「修学旅行の自主研修と船の中

が一番楽しかった。」と２学期を振り返っ

てあいさつをしました。これから始まる２

週間の冬休みを健康に安全に過ごしてもら

いたいと思います。１月８日の始業式に全

員が笑顔で登校してくれることを楽しみに

待っています。 

  

令和６年１２月２４日（火）第５３９号      与 論 小 だ よ り      与論町立与論小学校 

１月の行事予定 
８日（水） 始業式             １７日（金） 与論中学校入学説明会（６年生） 

１４日（火）～２０日（月）          ２４日（金）・２７日（月）・２８日（火） 
持久走大会前健康相談（希望者）        栄養教諭・生産者との交流会 

１５日（水）・１６日（木）           ２８日（火） ヨロン海洋教育フェア（４年生） 
       鹿児島学習定着度調査（５年生） ３０日（木） 新入学説明会 

                


